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一般病院 7,952 施設中 5,910 547
施設数に対する割合(%) 74.3% 16.7%＊
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年間の増加率は約 130％68であると報告している。また一番の盛り上がりを見せた 2005 年
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図表9 富士フイルム、オリンパス、ペンタックスの経鼻内視鏡





FUJIFILM 2002 EG-470N 5.9㎜ 120度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
2005 EG-530N 5.9㎜ 120度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
2007 EG-270N5 5.9㎜ 120度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
2007 EG-530N2 5.9㎜ 120度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
2007 EG-3000N 5.9㎜ 120度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
2010 EG-530NW 5.9㎜ 140度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
2011 EG-580NW 5.9㎜ 140度 同時 4方向 2 2㎜ 対応
オリンパ
ス
2005 GIF-N260 4.9㎜ 120度 面順次 2方向 1 2㎜ 非対応
2006 GIF-XP260N 5.0㎜ 120度 面順次 4方向 1 2㎜ 非対応
2012 GIF-XP290N 5.4㎜ 140度 面順次 4方向 2 2.2㎜ 対応
PENTAX 2005 EG-1540 5.3㎜ 140度 面順次 2方向 2 2㎜ 対応
― EG-1580K 5.5㎜ 140度 同時 2方向 2 2㎜ 対応

























2008 年 10 月には、富士フイルム機器システム開発センターに所属する内視鏡研究員の 40
人がさいたま市にある旧フジノンの開発部署に異動。レンズ製造や画像解析など双方の技
術を融合して開発速度を引き上げ74た。巻き返しには技術面での優位性を持つ製品が不可
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2012 年 4月現在、CiiNi での「経鼻内視鏡」検索数は 112件（内、消化器内科に関連す
る論文は107件：上部消化管の検査 82件，治療25件），また「細径内視鏡」は48件（内、















医中誌での「経鼻内視鏡」検索数は 769 件（内、消化器内科に関連する論文は 736 件：
上部消化管の検査559件、治療120件）であった。年次での推移を見ると、05年より盛り
上がりを見せるが、09年の 194件をピークに、以降発表数は下がり続けている。また「細
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図表13 F経鼻内視鏡変遷（広告・販売促進）
年 概要 備考 企業












2005 年年末 車内広告 JR東日本、JR西日本を皮切
りに展開
2006 年 1月 ラジオCM 全国展開
車内広告 丸ノ内線、横浜市営地下鉄
で展開








2007年10月 楽診車 検診車、5800 万円
2008年10月 フジノンを吸収 富士フイルムホール
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く保険料で賄われ、顧客 C へ請求される。つまり顧客 C については機器および医療機関の
選定について、価格は低関与であり、無関心であると予想される。
顧客 B については、製造販売元としては当初、経口内視鏡に対してローコスト型イノベ
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2002 EG-470N 245 万円（税抜）
2005 EG-530N 330 万円（税込）132
2007 EG-530N2 ―
2008 EG-3000N ―
FUJIFILM 2010 EG-530NW 320 万円
2011 EG-580NW 346 万円
オリンパス 2006 GIF-XP260N 273 万円（税込）
2005 GIF-N260 265 万
2012 GIF-XP290N ―
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